
倫 理 授 業 N o . 3 4

２ 科 学 技 術 と 人 間

c f . ル ネ サ ン ス か ら① 近 代 科 学 の 成 立

( 1 ) ← （ ﾎ ﾟ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ ） の 地 動 説[１ ]革 命 [２ ]

… （ 伊 ・ （ 独 ） の 天 文 学 （ 1 6Ｃ ）[３ ] [ ４ ]）

→ （ 1 7 Ｃ 、 英 ） の 「 万 有 引 力 の 法 則 」[５ ]

( 2 ) ガ リ レ イ の 方 法 論

[６ ]的 方 法１

c f . 「 宇 宙 と い う 書 物 は 、 数 学 と い う 言 葉 で 書 か れ て い る 」

[７ ]的 自 然 観２

… 「 ど の よ う に 起 き る か 」 と い う 見 方 e x . 落 体 の 法 則

∴ ア リ ス ト テ レ ス の を 否 定[８ ]的 自 然 観

… 「 何 の た め に 起 き る か 」 と い う 見 方

ex . 全 て は 神 の 完 全 性 に 近 づ く た め （ カ ト リ ッ ク 教 会 の 見 方 ）

（ ど ち ら も 合 理 主 義 の 哲 学 ）② 経 験 論 と 合 理 論

( 1 ) … 後 天 的 な 経 験 （ 感 覚 に よ る ） を 重 視（ イ ギ リ ス ） [９ ]験

( 2 ) （ 1 6 ・ 1 7 Ｃ ） が 祖[ 1 0 ]

「 知 は [ 1 1 ] な り 」１

… 知 識 は 自 然 を 支 配 す る た め の 手 段

注 ： 自 然 に 従 う こ と が 前 提

２ 四 つ の （ 正 し い 知 識 を 妨 げ る 偏 見 ）[ 1 2 ]

ａ … 人 類 と い う 生 物 種 の 性 質 に よ る[ 1 3 ] の イ ド ラ

e x . 目 の 錯 覚 、 擬 人 的 な 自 然 観 （ 乙 女 の よ う な 白 山 e t c . ）

ｂ … 主 観 や 独 断 に よ る[ 1 4 ] の イ ド ラ

e x . 「 井 の 中 の 蛙 （ か わ ず 」）

ｃ … 人 々 の 交 流 か ら[ 1 5 ] の イ ド ラ

e x . 流 行 や 流 言 （ 噂 、 言 葉 の 誤 使 用 （ 自 由 と 勝 手 e t c . ））

ｄ … 信 じ 込 ま さ れ る こ と か ら[ 1 6 ] の イ ド ラ

e x . 権 威 や 伝 統 を 盲 信 （ ○ ○ 先 生 の 言 う こ と だ か ら 間 違 い な い e t c . ）

３ 注 ： イ ド ラ の 排 除 が 前 提[ 1 7 ] 法

… 実 験 や 観 察 に よ る 個 別 の 事 実 → 一 般 法 則 （ 真 理 ）

∴ 理 科 的

『 ノ ヴ ム ＝ オ ル ガ ヌ ム （ [ 1 8 ] 』４ ）

… ア リ ス ト テ レ ス の 『 機 関 （ オ ル ガ ノ ン 』 に 対 す る 新 し い 学 問 の 方 法）

( 3 ) そ の 他 の 経 験 論

１ （ 1 7Ｃ ） ＿ （ 人 間 悟 性 論 ）[ 1 9 ] 「 心 は [ 2 0 ] （ タ ブ ラ ＝ ラ サ ）」 『 』

… 生 得 観 念 を 否 定

生 ま れ つ き に も つ 判 断 力

[ 2 1 ] 「 人 間 （ の 心 ） は 単 な る [ 2 2 ] の 束 」２ （ 1 8Ｃ ） ＿

五 感 が 得 た 情 報 で 知 る こ と や 知 っ た こ と

[ 2 3 ] 論… 実 体 （ 神 の 実 体 も ） や 因 果 法 則 を 否 定 す る 極 端 な

M E M O e t c .


